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１．はじめに 
大気汚染の改善に関して、特に都市部においては、

揮発性有機化合物（Volatile Organic Compounds：
VOC）の削減が重要である。本稿は、交通安全環境研

究所において実施した、給油時のガソリン等の燃料に

起因する VOC の測定に関する調査結果を報告するも

のである。給油時における VOC の排出実態を把握す

べく、給油機の実機及び実車両を用い、当研究所の自

動車試験場が所有する燃料蒸発ガス測定施設である

SHED （ Sealed Housing for Evaporative 
Determination）による測定を実施した。給油機動作

時の VOC 量及びタンクキャップ開放時の VOC（パ

フロス）量を評価するとともに、給油機動作時におけ

る VOC 削減技術である、給油ガンによる車両給油時

の VOC 回収の評価を実施した。 
２．VOC の排出削減について 

２．１．大気環境と VOC 
光化学オキシダントは光化学スモッグ等の原因と

なる大気汚染物質であり、光化学オキシダントの主要

な前駆物質は窒素酸化物（NOX）及び VOC である。

図 1 に主要な光化学オキシダントであるオゾンの大

気中濃度の等値線図 1)を示す。図中のオゾン濃度の等

値線と直交するように前駆物質の排出量を低減させ

ることで、オゾン濃度の低減が可能である。すなわち、

図中右下では VOC の削減が、図中左上では NOXの削

減が効果的ということである。都市部においては、図

中右下のような排出状況であることから、VOC の削

減が効果的であることが知られている。 
２．２．車両に起因する VOC 
自動車は給油時や長時間駐車時などに VOC の一種

である燃料蒸発ガスを排出する。図２に燃料タンク関

連配管の概念図を示す。燃料タンク内の気化したガソ

リンは、所定の圧力まではタンク内に残存するため、 

 
 
 
 
 
 

図 1 オゾンの大気中濃度の等値線図 
（元図 1)に筆者が追記） 

 
 
 
 
 
 
 

図２ 燃料タンク関連配管の概念図 2) 
タンクキャップ開放時に大気中に放出される（パフロ

ス）。また、給油中においても、燃料タンク内に供給

されるガソリンに押し出されたガスが給油口から大

気中に放出される。以上が給油中の VOC 排出の概要

である。 
２．３．SHED による VOC 測定 

SHED は「道路運送車両の保安基準の細目を定める

告示・別添 49」に定める基準に適合する、車両由来

VOC に関する測定施設である。SHED は内面にVOC
に対して不活性な材質を用いており、温度制御及び内

部の攪拌が可能な密閉施設であって、所定の温度にお

ける車両由来燃料蒸発ガスを測定するために使用さ

れる。図３に SHED の内観を示す。 
本試験において、給油機動作時 VOC 量の測定にお

いては、給油ホースから給油ガン先端までを SHED
に差し込み、隙間を VOC に不活性な材質のシートで 
塞いで測定を実施した。 
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図３ SHED 内観（車両駐車中） 
３．測定結果 

給油機動作時 VOC の測定に関しては、所定温度に

おいて、タンク容量 45 L の車両を用いて、タンク空

隙割合が90 %以上の状態から10 %以下になるまで給

油した際の VOC を測定した。各ガソリン給油時にお

ける、給油 1 L あたりに排出される全有機体炭素量

（Total Hydrocarbon：THC）の温度依存性及び予測

式 3)との比較を図 4 に示す。蒸発ガス量は、温度及び

燃料蒸気圧に対して正の依存性を示し、また、Yamada 
et al.3)によって提案された給油時燃料蒸発ガスの予

測式と高い一致を示した。測定ばらつきは、最大でも

8.2 %であり、再現性の良好な測定が可能であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 給油機動作時における THC 量に対する 
温度及びガソリン製造時期の影響 

（理論値は文献 3)より） 
次に、パフロスの結果を示す。上記と同様の車両で、

タンクの空隙割合を変化させ、所定温度においてタン

クキャップ開放時から 1 時間経過後のパフロスを測

定した。ガソリンは冬ガソリン（蒸気圧 85 kPa）を

用いた。図 5 にパフロスに対する温度及びタンク容量

の影響を示す。ここから、本検討の条件におけるパフ

ロス量は 0.10~2.6 g であり、温度、タンク容量、タン

クの空隙割合に対して正の相関が確認された。 
上述の測定結果に基づき、給油機動作時 VOC とパ

フロスそれぞれの量的関係を比較した。温度

22~26 °C において、タンク容量 45 L かつタンク空隙 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 5 パフロス量に対する 
温度及びタンク容量の影響 

割合が 75 %の車両に対し、冬ガソリンを満タンにま

で給油することを考える。この条件における給油機動

作時の THC 量は、図 4 の測定結果から 1.6 gL-1であ

るため、満タンにまで給油する際に排出される THC
量は 52 g と推算される。一方、パフロス量は 1.6 g で

あった。すなわち、給油時の車両由来 VOC は、パフ

ロスに対して給油機動作時の排出が 30 倍以上であ

り、給油機動作時の対策がより効果的と考えられる。 
最後に、給油ガンによる VOC 回収の評価結果につ

いて述べる。温度 18-22 °C において、冬ガソリンを

用い、通常の給油機動作時 VOC との差を比較するこ

とにより VOC の回収性能を評価したところ、VOC
回収率は 76~82 %であり、1 回の給油において 36~40 
g の VOC を削減し得ることが確認された。 

４．おわりに 
給油時における VOC 測定を実施した本検討の成果

は、平成 30 年 3 月 2 日に環境省及び資源エネルギー

庁より「大気環境配慮型 SS 認定制度の創設について」

と題してニュースリリースされた大気環境配慮型 SS
（愛称：e→AS、イーアス）の制度創設に活用された。 
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